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経過

・治療について理解できる ・日常生活の注意点について理解できる

・副作用について理解できる

パクリタキセルの点滴中は心電図モニターを付けます。

アレルギー症状が起きていないか観察します。

採血がある場合があります

制限はありません

食事制限はありません

シャワー 浴できます

・主な副作用には吐き気・吐く・食欲がなくなる・だるさ・アレルギー症状・白血球減少・手先や足先のしびれ・筋肉痛・関節痛・発熱・

　口内炎・脱毛などがあります。

・点滴中にアレルギー症状で発疹・かゆみ・発熱・息苦しさ・動悸などが現れたら、すぐにお知らせください。

・アレルギー予防のお薬を点滴しますので、眠くなることがあります。

・吐き気などの症状が現れた場合いは、我慢せずに看護師にお知らせください。内服や注射で症状の軽減を図ります。

・食欲がなくなって食事が十分に食べられない場合には、栄養士による相談が受けられます。

・パクリタキセル投与２～３日後に筋肉痛や関節痛が出る場合があります。必要に応じてお薬が処方されます。

・退院前に外来化学療法室に見学に行きます。

・抗癌剤にアルコールの成分が含まれていますので、外来で抗がん剤治療をする場合は、車や自転車の運転をしないようにして

　ください。

・手洗い・うがいをこころがけましょう。

達成目標

トイレに行けます

清潔

排泄

パクリタキセル療法を受けられる患者さんへ
お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様　　　　　　　担当医：　　　　　　　　　　説明看護師：　　　　　　　

／

治療前日

／

食事

患者様及び
ご家族への

説明

治療当日 ２日目～退院

／　　　　　　　～
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アレルギーと吐き気を予防する点滴をして、パクリタキセルの点滴をします。
全部で２時間程かかります。

治療・薬剤
(点滴・内服)

処置

検査

活動・安静度

医師及び薬剤師より治療内容
の説明があります


